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スパコンを使った最先端の天気予報研究
～「京」でゲリラ豪雨に挑む～
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“ビッグデータ同化”の時代へ

今後20年を考える

高精細シミュレーション 高精細観測

計算機性能の向上 観測技術の高度化

有効利用が可能に

大容量データ 大容量データ

データ量の爆発



次世代静止気象衛星

（気象庁より）

Full Disk

30秒毎の挟領域撮像
スーパーラピッドスキャン

ひまわり8号：H26.10.7打ち上げ成功
ひまわり9号：H28打ち上げ予定

（次世代衛星としては世界初）

10分毎 2.5分毎
ラピッドスキャン

30秒毎
スーパーラピッドスキャン



高解像度衛星画像による豪雨の検知

（気象庁より）

衛星で捉えた積乱雲の短時間連続画像

短時間間隔で取得される衛星画像を分析処理し、
積乱雲を発生段階からレーダーよりもいち早く
監視・検出し、集中豪雨や突風等の発生に対する
早期警戒情報を提供する。

積乱雲の発達の早期検知

高度
（km）

12

9

6

3

：気象レーダー探知可能強雨域

時間（分）0 10 15 20 25 30

「Chisholm, A. J. and Renick, J. H. (1972)」をもとに加工

気象レーダー：
既に豪雨を降らせる状態
になってから探知

衛星画像：
雲の発生段階から
捕捉・監視

衛星画像：
急速な発達を自動解析
→早期警戒情報



フェーズドアレイレーダーによる
３次元立体観測（１０～３０秒）

パラボラアンテナによる
３次元立体観測（５～１０分）

次世代型フェーズドアレイレーダー

（NICTより）

～１５仰角 １００仰角

 次世代に普及する新しいレーダー技術。
 現在日本では3基が稼働中（大阪、神戸、沖縄）。
 2基は神戸市を探知範囲に含む。



13

大阪大学吹田キャンパス
（Osaka Univ.）

NICT未来ICT研究所
（NICT Kobe）

阪大・神戸ＰＡＷＲ観測範囲

60km
60km

Dual-Doppler
解析範囲



“ビッグデータ同化”時代を先取り

シミュレーションの改善

“ビッグデータ同化”

高精細シミュレーション

実現象の次世代高精細観測

10年後の普及を見据えた
次世代技術のコラボレーション



ビッグデータ同化によるゲリラ豪雨予測

研究のねらい：高精細シミュレーションと次世代高精細観測の
ビッグデータ同化により、ゲリラ豪雨の30分予測に道筋を。



革新的な超高速30秒更新天気予報

0
時間（秒）

10 20 30 40

観測データ
処理・転送

データ同化
計算

（2PFLOP）

30秒
アンサンブル
予測計算
（2PFLOP）

30分予測計算（1.2PFLO

30秒
アンサンブル
予測計算
（2PFLOP）

30分予測計算（1.2PFLOP）

データ同化
計算

（2PFLOP）

-10

観測データ
処理・転送

2GB2GB

~2GB

計算機性能：実効250TFLOPS
「京」の1/4系程度相当

デー
計

（2PF

~2GB

380GB2.5TB380GB 2.5TB

現在の毎時更新システムよりも120倍高速



過去の事例で実験： 2013年7月13日京都



最初の結果

データ同化あり 実際の観測データ同化なし

高度約 5 kmでの雨の強さ

鉛直断面



今こそ、ビッグデータ同化研究を
◆天の時
 ゲリラ豪雨予測は喫緊の社会的課題

 次世代気象レーダー、京コンピュータ
の稼働、次期ひまわりの打ち上げ

 これら次世代技術により、サイエン
ス・ビッグデータの応用が可能に

◆地の利
 我が国には10年後の普及を見据えた

次世代技術が揃っている
世界的に見ても稀有

 神戸に2基の次世代気象レーダー

◆人の和
世界で活躍する各分野のエース研究者
のコラボレーション

京コンピュータ
 H24秋から稼働

次期衛星ひまわり
 H26.10.7打ち上げ成功

フェーズドアレイ気象
レーダー
 H24夏から1基稼働
 H26.3に追加設置

世界に先立って、幅広く応用可能な革新的基盤技術を創出
本研究による「ビッグデータ同化」技術が世界の研究・実利用に貢献



将来構想、夢
• 時代の10年先を行くフラグシップスパコンで、10年先の
「未来の天気予報」を切り拓く

• ポスト「京」スーパーコンピュータは、2020年目標

“Tokyo 2020” 夏季オリンピックでポスト「京」スパコンを使ったデモ

日本の知恵の集積で初めて可能な最先端技術、未来の天気予報
「ビッグデータ同化」システムを世界に披露したい！
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